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	「やりたい」が叶う居場所
	自主的・主体的な遊びや 生活体験をしていきます
	自分で課題を見つけ、 考え、判断し、問題を解決する力を育む

	温かく しなやかな心
	たくましく生きる力
	自らを律しつつ、他者と協調し 自他を大切にする心や 感動する心を育てる
	社会や状況の変化に対して 柔軟に対応する力を育む

	みらいキッズ追分学童クラブの想い
	こども
	安心して過ごせる 第三の居場所
	主体的に生きる力
	親でも先生でもなく、ありのままを 受け入れてくれる温かい存在

	保護者
	いつでも何でも 話せる居場所
	保護者の想いに 耳を傾ける
	育ってほしい姿や好きなこと、 苦手なこと、特性、要望など

	子育て支援
	給食（昼食）の提供、食育、学習支援など
	何かあったら頼れる存在に

	日々の コミュニケーション
	発達の不安や 不登校への対応
	共に子育てを見守り支え合う関係を目指して、双方向の コミュニケーションを
	傾聴と共感、寄り添った対応



	環境
	多彩なレッスンで 豊かな経験を
	こどもたちの「やりたい」と 保護者の「そだてたい」に 寄り添います

	安心安全な環境を 整える
	日々の細かなコミュニケーション 透明性のある情報共有 安全計画、避難訓練

	土日や長期休みは じぶんのお家のように
	好きなおもちゃをもってきて 友だちと遊びます リラックスした気分で過ごします 「行きたい♪」ところへも 行けちゃいます

	自然豊かな環境を 味わう
	施設の内外で動植物を育てたり 近隣公園で自然に触れたり


	地域・その他
	小学校、出身保育園 療育センター等との 連携
	一人ひとりに合った支援が できるように「これまで」を 知り「これから」を考えます
	地域の施設を活用 様々な他事業者との交流
	レッスンやお楽しみ会で公民館を利用、地域のイベントへの参加、eスポーツで障がいのある方々と交流を深める
	温かい眼差しと居場所 ここに来たら大丈夫 雨風と空腹をしのげる居場所
	災害時に受け入れ可能な環境整備と 様々な専門家との協力体制


	地域の農家さん との連携
	農業体験を通して、自然や 食について感じたり 考えたりするきっかけに

	地域の セーフティネットの確立


